
轟
弥
珊

…叢

責

上

視

の
本

質

及
長

所

・
・
…

日
本

経

済

史

の
特

性

・
・
・
・
…

討
〃泳

肚
會
改
造

哲
學
及
び
連
帯

思
想

・

償

値

の
類

型
と
個

性

・

時

強
調

支

那

の
産
業

に
…封
ず

る
投
資

・

税
法

の
新
改
正

を
論
ず

・

…説

苑

婚

姻
年
齢

の
統
計
的
研
究

・
・

雑

録

東

京

市

の
水

面

人

日
及

所

帯

・
一
・
・

炭

鑛
労

働

者

の
生

計
状

態

・
:

附

{蘇

本

誌

第

十

六

巻

絡

目

録

・
・
・
…

・
注
學
博

士

・
法

學

士

●

●
文
學
博
士

・
法

學

士

恒 米 本 耐

藤盟 戸
太 治 正

恭 郎 郎 雄

:
法
學
博
士

戸

田

海

市

注
學
博
士

小

川

郷

太

郎

・
経
済
學
士

岡

崎

丈

規

.
法
學
博
士

財

部

静

治

法
學
博
士

河

田

嗣

郎

. 幽 、い、漕 ・=亀 酌-.一一 `ゴ.一一.一. ⊥一L、



維

麻

論

叢

紳弟
十
山
ハ
巻

築

山
ハ
號
…

(油
巷
第
九
十
六
腕
)

大
正
十
一
一年
⊥
八
月
獲
行

曙一 一. {. {. 　

議
轟殉

銭

費

上

税

の
本

質

及

長

所

戸

.正

.雄

緒
言

(本
研
究

の
目
的
)

笙

段

費
上
携

養

∩
空

聾

先
例
冒

上
税
・
難

側
大
鑑
、
働
智

ω
難

の
範
禺

霧

塞

範
愚

物
品
・
範
圃
㈲
蓄

の
時

ラ

ラ

期
及
方
法

ほ
税
率

三
費
上
税

の
性
質

W

ぐ

ぐ
　

第
二
空

買
上
挽
の
民
望

ω
財
政
上
ω
財
矮

人
上
ω
牧
人
雰

㈲
攻
入
鍵

劇

務

術
上
ω
鵜

繋

占

辮

肇

上
ω
鶉

蕩

留

ラ

ラ

費
者
仏
警
業
者
偉
生
産
及
螢
業
過
程
簡
軍
化
亜
に
生
産
徒
事
潜
増
加
の
過
程
集
中
勾
媒
介
者
省
略
ω
生
産
者
増
加
O
物
偵
低
下
促
進
励
瞥
業
非
特

く

く

く

ぐ

く

ラ

ラ

別
轟

僅
傘

羅

上
葉

婁

あ

乏

雨

池
税
・
勢

已

面

食

轟

上
側
納
雑

明
知
働
貢
糞

畏

轟

轟

易
留

講

者

ラ

確
實

り
民
衆
的
原
・則
適
慮
)

(

結
論

緒

一
口

我
国
で
は
租
税
問
題
が
政
治
上
當
面
の
問
題
で
め
つ
て
、
今
日
は
恰
か
も
地
租
委
譲
の
問
題
を
中
心
ε
し
て
世

謝

叢

璽

駐

奢

糞

所

筆

霧

(第
六
號

『)

人
入
九



、

、

論

叢

費
上
稔
の
本
質
及
長
所

第
+
六
巻

く
第
六
號

二
)

八
九
〇

論
を
騒
が
せ
て
居

る
が
、
此
が
政
治
上
の
堂
…争
材
料
ε
せ
ら
れ
て
居
る
の
は
遺
憾
皿で
、
其
成
行

に
よ

っ
て
は
、
却

っ
て
爲
め
に
租
税
艦
系
を
改
善

せ
す
し
て
改
悪
す
る
こ
ご
に
さ
へ
な
り
得
る
。
所
詮
之
を
行

ふ
以
上
は
、
瞥
業
税

を
も
同
様

に
扱
は
な
く
て
は
な
ら
す
、
進

ん
で
は
所
得
税
に
も
消
費
税
に
も
其
他

の
視
に
も
歌
艮
を
加

へ
な
く
て

は
な
ら

の
が
、
藪

に
特
に
其
瞥
業
視
ε
消
費
税
ご
に
關
聯
し
て
其
中
間
的
地
位
に
立

つ
萱
上
税

に
つ
い
て
考
究
す

る
の
が
興
味

あ
る
業
達
者

へ
ら

る
、
。
北
枕
の
事
は
我
邦
で
は
、
ま
だ
多
く
人
の
議
論

に
上
ぼ

っ
て
居
ら

阻
け
れ

ご
も
・
夙

に
先
働
じ
あ
り
そ
し
て
新
し
ぐ
は
米
国
な
ご
で
問
題

ε
な

つ
π
所
で
あ
る
か
ら
共
に
基

い
て
考
究
す
る

の
も
無
意
義

で
は
な

い
。
特

に
其
組
織
を
如
何
に
す
る
か
に
つ
い
て
は
色
々
の
先
例
も
め
り
色

々
の
方
法
も
考

へ

ら
る

、
の
で
あ

っ
て
、
其
れ
次
第
で
結
果
も
異
り

一
概

に
い
ふ
こ
ε
は
出
来
諏
け
れ
こ
も
、
便
り
に
後
楽
日
本
に

存

在
し
た
る
管
業
税
に
就

い
て
其
物
品
販
萱
業
の
費
上
高

の
み
を
標
準
こ
し
て
見
て
も
、
現
に
我
国
起
て
其
　口回
が

百
八
十
二
億
六
千
九
百
萬
圓
に
も
上
ぼ
b

(
大
正
十
年
度
)
ぎ

に
米
國

で
最
近

】
部

の
人

々
の
い
ふ
如

く
百
分

】

を
課
す

る
ε
す
れ
ば
、

一
億
八
千
萬
圓
即
ち
約
こ
億
圓
の
収
入
を
繋
ぐ
る
こ
だ
を
得

て
、

【
の
有
力
な
財
源

ξ
い

は
な
く
て
は
な
ら
漁
に
就

い
て
.は
、
之
が
本
質
及
利
害
長
短
を
考

へ
て
論
究
す

る
ご
い
ふ
こ
ご
は
實
際

に
ご
り
て

も
有
益
な
事
ご
思
は
れ
る
.
傍

っ
て
弦
に
先
づ
以
て
其
本
質

ご
長
所
ε
を
述

べ
や
う
ざ
思
ふ
。
若
夫
れ
其
弱
黙
に

至

っ
て
は
稿
を
改
め
て
説

～
。

1)主 税局第 四十八 回年報書

.甚.一一.A

■



}

第

一
段

費
上
税
の
本
質

ラ

.

一

萱
上
税
の
先
例
-

萱
上
挽
は
古
く
は
羅
馬
時
代
に
あ
っ
て
(輩

)-
其
後
に
て
は
不
利
な
例
こ
し
て
西
班

(
牙
の

ア

ル
カ
バ
ラ
が
擧
げ
ら

る
る
ほ
こ

で
、
之

あ
る
に

よ

っ
て
此
費
上
視

が
誤

解
を
招

い
た
所

で
あ

る
が

、註
二
)、

更
ら

に
南

兆
戦
璽

け
問

の
米

国

に
も
行

は
れ
(註
三
)
、
新

し
く
は

フ
イ
リ

ツ

ピ
ソ
.

カ
ナ
ダ
、
.メ
キ

シ

コ
、

キ

ユ
.バ

等

に
行

は
れ

〔註
四
)、
特
殊
的

な
も

の
が
凋
逸

〔註
五
)、
佛

國
に
行
は
れ
、
佛
國

の
な
ご
は
不
成

績
な
り

ε
も

い
は

る
　

、
が
(註
六
)
、
さ
り

ε
て
必
ず

し
も

之
を
排

斥

し
去

る
澤

に
往

か
阻
も

の
も
あ
b

(註
七
)
、
兎
も
角

一
悉

の
吟

味
を
値

す

る
も
の

で
は
め

る
g

の

(註

一
)
セ

リ
グ

マ

ン
に
依

れ
ば

、
此

税

は
鼠
川
に
羅

馬
時
代

に
瀞の
つ
た

ε

い
ば

る
る
。

(註

二

一ア

ダ

ム

ス
ミ

ス
に
依

れ
ば

、

ア
ル
カ

バ
ラ
は

初
め

に
ば
動

産

不
動

産

の
凡

べ

て

の
種
類

の
財

産

の
壷

却

に

つ
春

、

一
〇
%

の
税

で

あ

っ
て
、

後

に
ば

一
四

、

%

ξ
な
り

、
ア

ダ

ム
ス
ミ

ス
當
【時

に
隠μ
六

、
%

で
あ

っ
た

こ
い

ふ
て
居

り

、

ニ
ッ

ナ
に
、

西
一跳
躍オ
に

ば
凡

。へ
て

の
動

謝厘
及
宙
凹口
叩
の

壷

却

に
課

し
た

ろ
ア

ル
カ

バ
ラ

が
存

在
し

た

ぜ、
い
ふ
て

居

ろ
。
而

氏

の
批

評
ば

之

に
封

し

て
不

利
で

め

ゐ
が

、

ア
ダ

ム
ス
は

、
此

が
失

敗
が

走

書

、
、

、

勾

㌔

.し

て
其

課

し
た

ろ
重

き
率

に
騙

す

み
こ

ぐ」
為
推

理

す

ろ
は
公

準
也

と

い
ふ
て
居

ろ
o

幻

(註

胃
「)
ア

躍

ム
ス
が
之

葎
擧

げ

て
居

ろ
9

の

〔註

四
)
ス

ム
ー

ト

の
報

出
口
に
依

れ

ば
此

等
の
中
特

に

フ
イ

リ
ッ

ビ

ン
の
に
奸

直隅
績

こ

い

ふ
ご

ξ
で
あ

ろ
Ω

ラ

ラ

じ

ア

〔註

五
)尤

も
此
濁
逸

の
ば

一
九

一
九
年

に
其
課
税
物
件
の
範
園
な
展
げ
た
き
ざ
ド
、
生
産
者
税

に
移

っ
た
。

(「醍
六
)
ナ

シ
ヨ
ナ
ル
イ

ン
ダ

ス
ト
サ
ア

ル
コ
ン
フ

エ
レ
ン
ス
ボ
ー
ド
の
税
制
委
員
會
の
報
皆
中
に
に
、
佛
國

の
此
税
の
最
近
の
結
果
に
明
か
に
不
利

訟岬

叢
.

由買
上
税
の
本
質
及
長
所
.
.

第
十
六
雀

〔第
六
號

三
Ψ

八
九

「

2)
3)

4)
5)
6)

Beman,Currentp【oblemsintaxation.P.113.

AdBk.v.Ch.II.Pt,II,Art.IV.Nitti,Pr三Smith,Wealthofnations.おエ　

nciPCs.p.5斤 ・2.Beman,1.c.p,167.

Beman,1.c.P.167,

Beman,1.c.P,97.

Pfau,IndustriepolitischeGesichtsp叩kte正nderBesteuerung.S.59.
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監

論

叢

壷
上
税
の
本
質
及
長
所

第
十
六
巻

(第
六
號

四
)

八
九
二

助

で
め
ろ
こ
い
ふ
て
居

ろ
。

(駐
七
}
ニ

盲
目
r

"
タ
イ
ム
ス
の
説
で
は

・
此
佛
國

に
於
け

鹸

轡

、
未
姦

駿

な
き
新
し
き
税
黒

人
の
樂
観
的
測
定
ε
、
麗

に
』
饗

に
し
て
輩
に
費
上
税
の
存
す

る
慮
の
み
に
限
ら
ざ

る
理
由
た

ろ
取
引
の
潴
溜
ε
に
め

ろ
べ
し
ξ
い
ふ
の
で
あ

み
。

「
「費
上
視
の
構
造
-

喪
上
税

に
は
色
々
の
構
造
が
考

へ
ら

る
、
が
、
旬
大
禮
は
、
螢
業
的
費
却

(及
賃
貸
)

く

て

書

入
)
、
の
総
額

に
謝

し

、
螢

業
者

よ
り
の
申
告

に
基

き
翌
月
叉

は
四
半
季
毎

に
、

一
定

の
視
牽
を
適
用

し
て
其
管

ラ

業
者

よ
り
微

粒
す

る
も

の
で
あ

る
(註
九
)
、
尤

も
B

細
目

に
な

る
`
色

々
の
異

っ
た
方
法

が
存

じ
得

る
。

(

動

(註
八
)
ス
ム
ー
㌣
の
案
で
ば
壷
却
の
外
に
賃
貸
た
も
課
税
す
ろ
。
此
は
脱
税
防
止
の
爲
め
で
め
ろ
。

(　荒

)
プ

ヒ
」

匠

、
総
璽

誓

い
ふ
は
・
或
商
品
が
曲買
響

ら
る
ろ
総
額
に
鉗
し
て
の

一
μ
に
二
、
%
の
馨

醸

す
る
も

の
.、
讐

ら

る
..

　

い
ひ
、

ヘ
ッ

ケ
ル

に
、

一
般

志賀
却

給
脚ぐ」
㎞μ
凡

.へ
て

の
岬澗
品

変

漉

じ
}・課

す

ろ
も

の

o」
い
ふ
て
艮
旧
る
。

の
費
却
の
範
園
1

を
或
は
最
廣
く
は
有
ら
ゆ
る
萱
却
ご
す

る
こ
ε
も
出
家
る
(
一
般
費
上
税
)
(註
一
9
。
併
し

く
其
れ
は
農
業
者
其
他
の
原
始
産
業
者

に
も
課
す

る
の
で
面
肘
で
煩
に
堪
.へ
阻
か
ら
之
を
除
き
.
従
来
、
瞥
業
税
消

費
税
を
課
せ
ら
れ
來

っ
て
此
程

の
視
に
慣
れ
て
居

る
所

の
瞥
業
者

つ
ま
り
商
工
業
者
よ
り
其
醤
業
的
販
費
に
撤
し

て
課
す
を

い
ふ
こ
ご
も
出
家
る
〔商
品
税
)
〔註
=

)・
併
し
叉
更
ら
昆

等
の
管
渠
蘭
質
却
の
凡
べ
て
に
課
芋

し
て
、
特
殊
な
る
萱
却
例
之
卸
萱
的
な
も
の
を
菟

じ
て
小
費
の
み
に
課
す
る
こ
ε
も
出
来
〔小
賢
税
)
甕

一
二
)
、
或

は
加
奈
陀
等
に
例
あ
る
如
く
、
原
始
産
業
者
の
第

一
質
却
を
除
く
は
勿
論
こ
し
て
、
俗

ほ
其
外
に
小
費
を
も
冤
じ

て
、主
ご
し
て
卸
費
ε
、
そ
し
て
序
で
に
製
造
者
よ
b
消
費
者

へ
の
直
接
費
却

ε
に
課
す
る
こ
ご
も
出
家
る

(卸
嚢

7)

8)
9}
10/
11)

Auerbacb,DieLuxusumsatzste巳er,ei.nneverWeKfurdieVerbrauchsbesし
1&zHft.)S.142.euerurlgP〔Zeitschrif[£d・9.Stw・76J9・
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視
×
註
一
三
)。
此
等

は
同

一
物
に

つ
き
部
費

に

て
も
小
費

に
て
も
課
税

し
て
は
鍛
b

に
過
重

ε
な

る
か
ら

之
を
緩

め

や
う

`

い
ふ
の
で
あ
る
が
、
併

し
其

に
は

】
の
費
却

が

小
菅

か
卸
費

か
の
瞳

別
の
困
難
(註

一四
)
ご
い
ふ
こ
ε

が
あ

っ
て
、
何

れ
に
し
て
も
税

を
逃
ぐ

る
総

め
に
、
無
税

の
方

の
費
方

を

駕
て
者

が
多

一
な

る
か
ら

、
徴
税

か
ら

い

へ
ば

此
税

を
探

る
以
上

は
、
卸

費

に
も
小
費

に
も
課
す

る
の
が
得
策

で
あ

る
。

助

(註

一
〇
)西
班
牙
の
ア
ル
カ

バ
ラ
に
、
凡
べ
て
の
動
産
及
不
動
産
の
費
却
に
課
し
て
居

っ
た

や
う
で
あ
ろ
。
随

っ
て
商
工
業
者
の
み
な
ら
で

、
農
民

ま
で
も
が
之
な
課

ぜ
ら
れ
、
税
務

行
政
の
監
碗
の
下
に
立

つ
た
。
此
義
務
者
の
範
圏
の
廣

過
ぎ
た
こ
こ
も
其

失
敗

の

】
原
因
で
あ

っ
栄
。

詮

=

)
ス
ム
ー
ト
の
案

は
原
始
産
者
の
第

一
費
却

な
免
じ
て
居
ら
掩
し
、

・
ー
ド
の
案
も
、
生
産
者

よ
り
消
饗
者

に
至

る
ま
で
の
商
品
の
凡

へ
て

の
嚢
却

に
於

σ
ろ

一
%
ミ
い
ふ
小
歩

ハあ

醗
ε
し
て
居

る
が
、
加
奈
陀

の
法
律
ば
自
然
状
態
に
於
け

ろ
食
料
品
及
、
畑
、
漁
業

、
鑛

山
、
森
林
の

産
物
の
第

=
雷
却

々
免
じ
て
居
り
、
ブ
イ
リ
ソ
ピ
ン
の
法
律
も
、農
産
物
に
し
で
生
産
者
叉

は
、
其
出
来
た

る
土
地
の
所
有
者
よ
り
費
却

遷
る
、
も

瑚

の
に
、
其

の
原
状

の
儘

た

る
ピ
然

ら

ざ

る
ピ
々
問

ば
ず

鈍

す

る
こ

ぐL
ε
な

っ

て
屡

ろ
o

(詐
=

二
)
シ

エ
フ

レ
ー
の
小

費

醗

こ

い
ふ

の
が
此

で

め
り

、

ス
タ

ン
プ
の
擧

げ
た

賞
上

晩

も

つ
ま
り

此

に
外
な

ら

ね
。

ナ

シ

ヨ
ナ

ル
イ

ン
ダ

入
ト

リ

ァ

ル

コ
ン
フ

エ

レ
y
ス
ボ
ー

ド

の
税
制

委

員
報
告

中

の

一
案

ミ
し

て
示

し

れ
も

の
の
申

に
も

、
消

費
反

ば
使

用
の
爲

め

の
商
品

の
凡

ぺ

て

の
終

局

瑚

'

の
萱
却

の
税

ミ

い

ふ
が
あ

ろ
。

(註

=
昌
)
シ

エ
フ

レ
ー

の
所

謂

、
卸

壷

税
で

、
加
奈

陀

の
費

上

税
も

此

で
あ

ろ
。

邸

ち
此

は

「
股
的

な

責
上

税

で
な

く

で
こ

ト

レ
ー

ダ
ー
即

ち
製
造

糊

し

者
、
卸
賞
者

、
問

屋
、
鍬
入
者
に
限
り
課
税
し

、
小
黄
人
に
に
課
税
し
な

e
。

塒

(註

一
四
)
シ
.エ
フ

レ
ー
ぱ
、
知
嚢
税
ε
ず
れ
ば
、
其
卸
費
こ
小
彊
ε
の
限
界
が
困
難
だ
ミ
い
ふ
て
居

る
。

ラ
　

ろ
義
務
者
の
範
囲

一

北
枕

の
義
務
者
の
責
手
た
る
こ
ξ
は

い
ふ
を
待
た
す

ε
し
て
(謎
一
五
)
、
共
蛮
手
は
贋
く

く
何
人

で
も
物
を
費
卸
す

る
以
上

は
之

に
課

す

ε

い
ふ

こ
ご
も
出

来

る
が
、
原

始
産
業

者

の
産
物

の

　
次
費
却

は
乏

論

叢

査
上
税
の
本
質
及
長
所

第
十
六
巻

(第
六
號

五
)

入
九
三

12)
13)
14)

15)
16,

AdamSmith,1.c.

Beman,1.c.p.9a.94.105・134・

Stamp,ThefundamentalprinciplesoftoSch且f刊e,Steuem.B,T,S.259.
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㌧

、
.

、

論

叢

責
上
税
の
木
質
及
長
所

・

第
+
六
巻

(第
六
號

六
)

入
九
四

を
除

き
、
楼
業
的
當
事

君

に
て
も
或

は
小
質

入
を
除

き
或

は
卸
萱
人

を
除

く

こ
ε
を
得

る
こ
ε
は
上

に

い
ふ
如

し

ε
し

て
、
箕
郷
、
.
一
般

に
国
家

、
地

方
團
禮

、
公

益
團
慌

を
除

く
こ

ε
が
出

来

(註

一
六
)
、
更
ら

に

一
年

の
給
費

上

高

一
定
額
以
下
叉

は
月

額

一
定
以
下

の
も

の
は
之
を
免

ず

ε
い
ふ
こ
ε
も
出

来

る
〔註

】
七
)。

(聾

五
)
尤
も
異
説

に
あ
ろ
・

・
↑

桑

で
ば
・買
麦

養

薯

裏

移
書

し
て
居
り
、
ナ
劣

ッ
ト
は
、
盛
手
農

務
者

・、
芋

し
て
、
過

税
な
以
て
商
品

の
貸
手
が
徴
税
看
(政
府

の
爲
め
に
買
手
よ
り
取
集
む
べ
き
)
ε
な

る
。へ
春
が
如
く
に
課
ゼ
ら

う
ろ
税

ミ
し
、

つ
ま
り
礎
手

か
徴
税

功

機
関

ピ
し
て
居

お

ラ

ラ

(註

=
(
)
ス
ム
ー
ト
案
に
於
て
、
盛
手
叉
ば
賃
貸
者

に
し
て
免
ぜ
ら

み
ろ
の
に
、
σ
合
果
圃

叉
ば
洲
、
地
方
團
燈

、
陸
海
買
委
員

、
酒
保
ω
外
画
政
.

府
、
吟

排
水
瓦
水
利
組
合
、
勺
病
院

、
輿
ら
宗

教
、慈
善
、
學
間
叉
に
教
育
上

の
目
的
叉
に
雀

叉
に
動
物
の
虐
待
防
止
の
爲
め

に
組
織
ぜ
ら
れ
及

ぐ

ぐ

　

ら

　

活
動
す

ろ
鳳
禮

〔其
如
何
な
ろ
純
利
』
が
私

り
株
主
又
一工
面

人
の
利
益

こ
な
ら
ざ
る
)
で
め
ろ
。

(註
一
七
)
ス
ム
i
桑

で
髭

穐

慰

年
麺

八千
費

し
・
財
源
委
員
建

で
は
、
月
青

蝿
以
下
の
饗

、
警

旱

弗
以
下
の
蓑

の
罫

珊

々

免
税

宅
し

て
居

る
o

尉
物
品
の
範
國
1

に

つ
い
て
は
有
ち
ゆ
る
物
及
勤
務
を
も
含
ま
し
む
る
を
得

る
が
(註
】
八
)
、
併
し
此
視
を
清

く
費
税
的
の
も
の
ε
す
る
趣
旨
よ
り
す
れ
ば
、
軍
に
有
形
動
的

の
商
品
に
限
り
、
貨
幣
や
有
償
證
券
や
土
地
建
物
の

如
き
を
含
ま
ざ
る
こ
ご
こ
す

べ
き
で
め
る
(商
品
視
)
(註
一
九
)。
唯
だ
中
に
就
き
土
地
建
物
の
加
き
は
視
を
捲

ふ
力

が
可
な
り
太
い
.か
ら
、
荷
く
も
之
を
轡
業
者
が
轡
業
的
に
費
刻
す

る
以
上
は
商
品
同
様

に
課
税
し
て
可
で
あ
b
、

.

随

っ
て
.不
動
産

ε
商
品
ご
に
課

さ
う
ご
い
ふ
こ
ご
も
考

へ
ら

る
、
(
不
動
産
及
商
品
視
×
註
二
〇
)。
尤
も
楼
業
者

の

み
な
ら
す
有
ら
ゆ
る
人
の
費
却

に
課
す

る
場
合
で
あ
る
ξ
、
不
動
産

に
つ
い
て
は
特

に
不
利
な
る
境
遇
に
あ
る
其

17)

18)
19)

Beman,1・c・P・78,91.

Beman,1.c.P.94.

Beman,1.c.P.9・.94.・69.
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責
手

の
財
産
没
牧

ご
な
る
危

険

あ
る
の
故

に
之
を
除

い
た

が
良

い
ε
い
ふ

こ
ε
も
あ

る
註

【二
落

何

れ

に
せ

よ
貨

幣
や
有
償
證
券

は
軍
な

る
投
資

物
髄

で

は
あ

っ
て
も

、
消
費
物

で
は
な

い
か
ら

、
之
が
費
却

に
課
す

る
は
消
費

税

た

る
賀
上
挽

ご
し
て
は
至

冨
で
な

い
。
併
し
更

ら
に
商

品

の
中

に
つ

い
て
牌

に
奢

侈
品

だ
け
を

選

ん
で
奢
侈

的
出

費

{料

理
屋

の
支

彿

の
如

き
)
ご
共

に
之
を
課

さ
う
こ

い
ふ
考

も

み
る
が

(註
二
二
)
、
其

で
み

る
ε
め
ま
つ

一
方

に
偏

重

し
て

.
質

上
挽

ご
し
て
は

不
適
當

ε

い
素
こ
ご
に
な

る
。
或

は
既

に
消
費

椀
の
課
せ
ら

れ
て
居

る
物

は
其

に
任

か
し
、
賛

上
椀
で
は
之
を
免

じ
や
う

ε

い
ふ
考
も
あ

り
(註
二
三
)
、
或

は
既
存

消
費

税
の
少

く
ε
も

一
部
を
止

め
て

費
上
税

に
統

【
包

容

し
ゃ
う
、ご

い
ふ
考

も
あ

る
。
或

は
初

め
よ
り
輸

出

に
定

め
ら

れ
た

る
物
叉
は
特

に
若

干
指

定

さ
れ
た

る
重
要
楡

出
品

の
賞
却

に
は

】
定
取
締

の
下

に
免
税

ε
す

る
こ
ご
も
出
来

(内

国
向
商
品
挽

×
註
二
四
)
、
叉

其

は
輸

出
産

業

の
重
要

の
爲

め
に
至
當

の
庭

世
で
め

る
。

(註
[
八
)ナ
シ
ヨ
ナ
ル
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ァ
ル
ユ
ン
フ
エ
レ
ン
ス
ポ
ー
ド
の
現
制
委
員
會
の
報
告
の
中
に
ば
「
】
案
こ
し
て
、
蕾
に
商
品
の
み
な
ら
す

の

勤
務
、
不
動
産
、
資
本
財
産
等
の
各
の
貸
却
及
地
代
及
利
子
り
上
の
稀
な
擧
げ
て
居
加
。

(註

一
九
)
ナ
ル
カ
ツ
㍗
に
、
.此
税
の
物
鰻
た

ろ
商
品
に
於
て
、
財

、
品
物
、
商
品
、
土
地
産
物
及
製
造
品

な
意
味
す
♂
爲

し
、

ス
↑

ト
案

に
に
グ

ー
ヅ
、
ウ

エ
ー
ア

ス
、
反
に
.7

チ
ヤ

ン
グ
喜

愛

い
ひ
、
其

物
が
粗
製
品
九
を

製
造
品
た
る
ミ

牛
製
品

た
ろ
ご
な
間
に
ず
、
丙
圃
産
品

21

た
み
ミ
外
国
産
品
た
ろ
"」
な
間
11
す

ご
い
ふ
て
居

ろ
Q

の

(註

=
O
)
ア
ダ

ム
ス
ミ
ス
に
依

る
ご
、
西
班
牙
の
ア
ル
カ
バ
ラ
に
、
動
産
及
不
動
産
の
凡
べ
て
の
種
類
の
財
産
の
蜜
却
に
課
ぜ
ら
れ
田だ
∪

(註

一
=

)
ロ
ー
ド
は
、
不
動
産
の
賞
却
視
は
取
引
の

一
定
種

ド
於
て
資
本
の
侵
攻
ご
な

ろ
故
障
が
め
ろ
。
例

之
、
我
人
が

一
萬
弗

の
慣
あ
る
小
な

畑

、
.奢

・
乏

究

舌
端
曇

・
・
ゐ
べ
か
ら
ざ
ろ
掻
捨

あ
み
余

響

高

し
忌

ふ
蔵

幅

論

叢

費
上
税
の
本
質
及
長
所

第
+
六
巻

(第
六
號

七
)

八
九
五

20)
21)

22)
23)

Belpanr]."一P・T25・

Beman,1.c・P.78・91.93・

AdaInSlui[h,1.c,
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、

論

叢

砲
上

税
の
本
質
及
見
所

第
十
六
巻

(第

六
號

八
)

入
九
六

(註

二
二
)
近
時

の
著
移
取
引
税

こ
い
ふ
考
匡
此
で
あ
る
。

'

〔註

二
弓

既
に
ブ
イ
リ
ッ
ビ
ソ
に
て
も
-
特
別
税
に
從

ふ
所

の
阿
片
以
外
の
物

か
免
じ

て
居
り
、

ス
ム
1
ト
案

に
依

う
も
、
既

に
特
段
な

ろ
歳
入
法

規
に
て
課
税

ぜ
ら
れ
て
居

る
所
の
、
飲
料

、
葉
巻
、
煙
草
、
反
共
製
趙
協

、
自
動
車

-
其
草
藁

、
車
、
自
動

日
韓
車
、
及
タ
イ
ヤ
ー
、
部
分
品
及

.

「

鷹

島
妊

創
、
錐
・
快
灘

勢

船
藩

の
あ

窺

磐

乱

・

(註

=
四
)
ブ
イ

リ

ッ

ピ

ン
で
は

、
盛

手

よ
り
宣

際
輸

出

ぜ
ら

る

み
商

品

々
現

じ

て
居
り

、.
ス

ム
ー

ト
案

ズ

て
も

、
轍

出

の
爲

め
壷

却

さ
れ
叉

は
賃

貸

カ

ぜ
ら
れ
且

つ
正
當
の
手
練

ド
て
實
際
輸
出
ゼ
ら

う
ろ
物
品

に
に
此
税
な
満
月

ゼ
ね
こ
亡
ε
な

っ
て
居
ろ
。

うに
課

税
の
時
期

及
方

法
ー

-し
し

て
は
印
紙

に
よ

る
こ
ε
を
得

る
(.印
紙
税
)
(註
二
五
)。

け
れ
ご
も
之
を
凡

ぺ
て

(

」

の

一
力
の
小
費

に
ま

で
及

ぼ
す

こ
ε
の
飴
り

に
煩

に
温
ぐ

る
が
故

に
、

む

し
ろ
各
瞥
業
者

を
し
て
毎

翌
月

か
毎
四

孚
季

に
申
告

せ
し
め
、
共

に
從

っ
て
徴
税
す
.る
〔註
二
六
)。

そ
し

て
當
事
者

を
し
て
管
業
事
項

の
記
録
義

務
を
負

は

し

め
、
之
を
検
査

し
取
締

る
こ
一し
ご
す

る
の
方
法

(申

告

硯

)が
選

む

べ
き
で

め
る
。

叫

.

垂

垂

佛
圃
の
は
叢

形
寮

り
乳

原

則
局

紙
税
で
直

矢

緬

税
霧

・
ゐ
雷

書

す
ろ
婁

鴇

帯

代
・
ミ

納
婁

務
あ

ぽ

,

訴

4

」

蝋

引
の
申
。、
に
基
音
刀
の
終
り
に
現
金

。
よ

る
納
税
が
可
能
で
め
っ
兆

,
し
て
濁
逸
の

.
九

。

ハ
隼
の
啓

明
取
引
印
紙
も
之
ご
同
様
で
あ

っ

錫

師

・繋

嫉

曇

疑

フ
、
・
.
・
ボ
喜

の
税
制
委
員
會
の
報
肯

・
が
前
月
叉
は
前
四
季
の
費
却
に
讐

型

。
は

難

ほ」
黎

1

は
蝿

讐

よ
り
い
へ
ば

季

の
比
例
税
・
例
之
二

饗

す
る
が
最
可
で
あ
る
…

七
・・
併
・

謡

鑑

く
物
の
種
類
に
よ
り
其
奢
侈
的
性
質
の
多
き
に
從

ひ
三
四
段
に
易
け
て
簡
単
な
累
進
課
税
を
行

ふ
こ
ε
を
得
る
し
、

助
劉
珊
珊

蜘 ■,P

`



共

倒

も
あ

る
(曲
二
七
)が

、
併

し
文
責

買
當
事
者

に
よ
り

で
差
等
課
税

を
す

る
こ
ご
も
出
凍

る
(註
二
九
)。

捌

へ註

=
七

)
ス

ム
ー

ト
案

も

一
%

々

採

っ
て
居

る
。

(註

=
人
垢

奈
陀
で
ば
、
基
本
率

た
定
め
、
其

に
附
加
し
て
左

記
特
定
.
芝

附
加
的
の
高
率

々
課
す
る
。

一二
%
ー

チ
ウ
イ

ン
グ
ガ
.ム
、

、

、

五
%
ー

ピ
ア
ノ
、

一
Q
%
-

一
定
値
以
上

の
着
物
、
敷
物

、
毛
布
、
上
若
、
運
動
具

、
舟

、
快
速

脂
、
爲
武
器
、
糖
葉
、
銃
器

-
蝿
藥
筒

、
四

百
五
十
弗
以
上

の

ピ
ア

く

他
の
樂
器

、
光
具

刃
物
の

一
定
種

、
化
粧
具
、
カ
ツ
}

ラ
ス
器
、
掛
時
計
、
懐
中
時
計
、
杖
等
、

一
五
、
%
一

三
千
弗
以
下
の
小
嚢
便
格
の
自
動
車
、
東
洋

の
毛
布
、
古
物
、
家
具
及
陶
羅

の

　
定
極

の
も
の
.

二
〇
、
%
-

三
千
弗
以
上
の
小
費
償
絡
の
自
動
車
、
五
弗
以
上
の
資
石

、

】
定
の
化
粧
品

、
揃
の
着
物
、
猟
灰
及
猟
用

累
物
、
喫
煙
器
「

一
定

の
壷
薬
、
香
水
等
、

五

〇

、
%
㍗
1

一
定

の
金

製
品

、

浸
れ
か
ら

】
九

一
九
年

の
濁
逸

の
法
律
案

に
て
も
大
な

ろ
度
に
て
奢
侈
税

の
調
子

々
貢
ぴ
、

■

吻

五
%
の

「
般
小
賞
相
傘

な
蒼
修
品
に
て
は

一
五
%

ご
t
た
、

(註

二
九
)
加
奈

陀
で
11
b

レ
ー
ダ
氏

螢
業
者
)
相
互
間
の
に

　
牛
%

(薔

一
%
)
、
製
造

家
よ
り
小
賢
人
に
双
に
直
接
消
農
者

へ
の
費
却

ば
特
に
三
%

鋤

(奮
二
%
)
怨
基
本
牽

ミ
し
て
居

ろ
。

ラ
　

三
蓋
上
視
の
性
質

-

古

い
ふ
如
く
費
上
視
の
構
造
が
歴

々
で
あ
る
か
ら
其
性
質
を
概
官
す
る
こ
ぜ
が
難

い
が

(
大
艦

は
む

し
ろ
内

国
消
費

品

に
於
け

る

一
般
的

の
消
費

税

ε

い
ふ

べ
き
で
(註
三
Q
)
、
.其

に
多
少
螢
業
税
的

分
子

の

加
味

さ
れ
た
も

の
ε

い
ふ
こ
`
が
出

来

る
、
假
り

に
之

を
日
本

の
如

き
で
探

る
ε
す

れ
ば
、
消
費
税

の
多

く

の
も

論

叢

曹買
上
税
の
本
質
及
長
所
.
.
.

第
十
大
藩

(第
六
號

九
)

八
九
七

'2s)

29)

30)

Beman,1・c.P-9[.

Beman,.1・c.p.x26-7.

Beman,1.c.P-90一

Pfau,a.a.O.S.59.

.

　」



諭

螢

費
上
祝
の
責

及
群

筆

六
巻

(第
六
號

δ

)

入
九
八

の
並

に
螢

業
穐
を
廃
止
す

る
を
至
當

ε
す

る

こ
ご

、
な

る
。

老
し
て
其

蟹
上
税

が
比
例
牽
を

も

つ
ε
い
ふ

こ
冠
に

な
れ
ば
、
殊

に
重
課

す

る
理
由
あ

る
所

の
既
存

の
奢
侈

的
消
費

税
だ
け
は
残

さ
な
く
て
は
な
ら

な

い
。

そ

れ
か
ら

此

視
が
直
接

税
か
間
接

税

か
ご

い
ふ

こ
ぜ

に
な

れ
ば
、
間

接

税
ε

い
ふ
方
が
當

っ
て
居

る
が
(註
三
;
瞥
業
者

を

一

の
徴

税
機

關

足
見

る
こ
ε
通

行
税

の
如

き
ご
同

ざ
す

れ

ば
直
接
税

ε

い
ふ
こ
ご
に
な

る
。

)

(註

三
9

パ
リ

〒

に
、
動
産
的
移
輻

の
上

の

厳

貌
(
ア
劣

づ
フ
の
如
き
正

装
結
果
に
於
謡

襲
税

の
澤
山
の
も

の
の
結
A・
に
齊
ゐ
.、
い
ふ
。

(註
三

二

・
ン
パ
占

・
其
徴
収
護

量

れ
ば
此
が
む
し
ろ
直
接
税
に
暫

く
。
何

叢

れ
髭

が
指

名
さ
れ
た

る
人
に
達
す
る
か
、b
。
併
し
其

締

着

か
ら

い

へ
ば

、
此

が

よ
り
多

く

間
接

税

F
近

づ
く

。
何

ご
な

れ

ば
此

が
消

費
者

に
達
し

、
此

が
同
項

で

べ
昔

も

の
で

あ

ろ

か
ら

.、
い
ふ
て
居

ろ
。

第
二
段

費
上
税
の
長
所

ラ】
財

政
上

(
)A

財
政
牧
人
上
-

費
上
挽
に
は
色
々
の
長
所

が
あ
る
が
、
先
づ
以
て
財
政
収
入
上
の
其
を
翠
ぐ
る
こ
ご
が
出

く

う

來

る
。
中

に
就

き

て
.も

い
其

牧
人

が
可
な
り
豊

富

で
、

徴
税
費
亦

多

か
ら
す

(…証
三
二
)
、
純

牧
入
随

っ
て
人

な

る
こ

ε
は
其

重
要
な

る
長
所

で
な
け

れ
ば
な

ら
滋
謡

…三
二)。

此

あ

る
に
よ
り
て
此

税
が
範

の
幾
多

の
苦
情

あ

る
挽

に
代

b
得

る
こ
ε

、
も
な
る
。
米
国

で
は
大
鑑

二
十
五

億
圓

詐
り

ε
も
見
積
ら

れ

て
居

る
が
〔託
三
四
)、
日
本

で
も
瞥

茉

税

の
材

料

か
ら
推

せ
ば

百
分

一
税

嬉
し
て
二
億
圓

位
は
得

ら

れ
さ
う

に
見

ゆ

る
。
北

枕

に
は
勿

論
後

に
禦
ぐ

る
如

Parieu,Trait6desimp6し5.26d.II.p.94.31)
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「

、

塾

き
種

々
の
峡

黙
が
あ

る
か
ら
、
此
牧

入
上

の
黙

の
み

か
ら

の
み
打
算
す

る
こ

ご
は
出

家
な

い
が
、
侮

も
北

枕

に
牧

ラ

天
上
此

の
如

き
長
所

あ
り

ご

い
ふ
こ
ざ
が
他

の
弱
黙

を
緩

む

る
大
な
力

で
な

く
て
は
な
ら

楓
。

ろ
加
之
、
此

が
國

(

民
経
済
進
歩

の
結

果

ざ
し

て
漸

次
増
牧

を
も
期

し
得

る
。

勿
論

此
が
行

は
る

、
に
於

て
費
買
商
業

の
方
法

の
攣
化

も
起
ら

う
し
、
特

に
不
況
時
代

も
廻

り
來

る
で
あ
ら

う
し

.
必

ず
増
牧

の

一
方

ε
は

い

へ
な

い
に
せ
よ
、
不

況
時

に
て
も
非
常

な

る
減

肢
な
ご

こ

い
ふ
こ

ご
に
は
な
ら

す

(註
二
五
)
、
大
勢

の
む

し
ろ
収

入
増

加

に
あ

る
こ
ε
ば
争

は

れ
な

い
。

.

莚

.三

)
。
。

チ
、
。

ル
、

.
ト
、

ロ
ー

ド
等

、

盤

。
叢

の
講

的

な

ろ

、
、.、
窒

張

丁
。

フ
、

リ

ツ

ビ

ン
政
府

よ

り
藩

政

府

へ
。
整

.
に

も

彼

の
育

つ
税

の
中

で

最
多
牧

的

の
も

の
で
あ

っ
た

乏

い
ふ
て

居

ろ
。

「註

鞠一=
=
)
バ

ッ
チ
、
ナ

ル
カ

ソ
}

、

ロ
ー

ド
、

ス

ム
ー

ト
隔

ア
ダ

ム
み
等

、
其

多
牧

可
能

々
主
張

し

、

ブ

イ
リ

ソ
ビ

ン
政
府

よ

り
華

府

政
府

へ
の
報

告

中

に
も
彼

の
有

つ
税

の
中

で
最

多
取

的

の
も

の
で
あ

っ
た

ε

い
ふ
て
居

ろ
。
省

文
、

ヘ
ソ

ケ

ル
も

、

一
般
賛

却

税

ば
租
税

牧

人

な
本
質

的

に
堆

加

す

べ
し

区

い
ふ
て

居
り

,

p
ビ

ン
ソ

y
も

、
佛
國

の

一
般

取
引

醗

に

つ
き

此

が
国

庫

に

こ
り

て

一
慰
多
牧

ご
な

ろ
こ

ε
た
期
待

ゼ
ら

れ
た

こ

い

.

謂ふ
。

(註

三

四

、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー

ク
タ
イ

ム
ズ

F
依

れ

ば
、

入

ム
ー

1・
の

十

二
億

五

千
萬
弗

の
牧

人
見

徳
ば
相
當

に
し

て
過
大

で
な

い
ざ

い
ふ

ご
ミ
で

あ

り

・

の

ア
ダ

ム
ス
ば
、

一
般
費
上
税

〔最
廣
き
)
こ
す
れ
ば
百
分

}
税

に
て
年
五
+
億
弗
で
な
く
ミ
も
、
確
か

に
二
十
億
弗
以
上

ミ
な

ろ
べ
し

ご
い
匁

(註

罠
五
V
バ
ソ
チ
に
、
費

節
税

に
政
府
蔵
入
に
慷

ゐ
べ
き
の
確
な

、
人
民

の
支
出

ご
い
ふ
も
の
な
基
づ
け
る
こ
ご
こ
な
る
。
其
支
出

ば
断

へ
ず
滑
進

し
、歳
入
に
大
な
影
響

か
興

ふ
ろ
が
如
き
度

・ト
て
に
好
況
時
又
降

不
況
時
に
て
鍵
化

ぜ
す

こ
い
ひ
、
ナ
〃
カ

ッ
ト
も
、此
責
上
が
利
潤
及
所
得
よ
り

附

も

一
腓
確
實
な
基
礎

な
政
府
取
入
の

】
大
部
の
爲
め
に
供

す
ぐ」
い
ひ
ー
ロ
ー
ド
も
同
様
の
主
張
為
駕
す
。

論

叢
.

責
上
種

の
本
質
及
長
所

第

†
六
巻

(第
六
號

一
こ

入
九
九

33}
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、

「

論

叢

萱
上
税
の
本
質
及
長
所

第
十
六
巻

〔第
六
號

「
二
)

九
〇
〇

均
財
政
技
術
上
t

・に
は
納
税
義
務
者
に
ご
り
て
も
特

に
徴
税
當
局
者

に
ε
り
て
も
其
手
績
が
左
迄
繁
雑

な
ら

く

す

む

し
ろ
断

嘗

し
て
自

動
.的

・富

ひ
得

る
(註
三
六
)
。

(註

三
ぎ

バ
ッ
チ
・
歪

力
ζ

・
・
-
ド
、

・
考

プ
、

入
†

ト
等
此
畿

く
。

・
イ
ー
ソ
・
・
政
府

の
華
護

府

へ
の
墾

口
中

醤

之
竃

ぐ
・

ア
ウ
ア
バ
ソ
バ
も
・
相
異

務
が
直
醤

企
業

に
結
付
ら
れ
て
、

毫

の
物
艘

籍

付
げ
ら
れ
な

狸
・、
音
に
、
特

に
冷
薩

の
瞥
叢

引
の
可

サ

能

に
從

っ
て

租
税

義
務

め

る
も

の
ε
爲

す

べ
昔

ざ
昏

に
、
大

な

ろ
簡

単

為
意

味

す

ろ

こ
ぜ、
ぐ」
な

ろ
ご

い
ふ
。

G
,町
税
艦
系
上
一

に
は
此
枇
は
何

ε
し
て
も
瞥
業
視
を
以
て
目
す

る
こ
ご
憾
出
家
ぬ
。
轡
業
視
に
當
る
も
の

く
は
別
に
所
得
税
の
内
部
に
て
か
、
所
得
税
外
の
直
接
税
に
げ、
劣

臆
す

る
を
要
す
る
が
、
兎
も
角
之
を
消
費
讐

見

る
円
し
て
、
此
を
探

る
ε
す

れ
ば

、
従
来

の
雑
多

な
消
費
税
を
整

理
し

て
此

が
禮

素
を
簡

単
ご
す

る
に
は
最
妙

で

つ
ま
り
此

に
よ
り

て
税

制
を
簡
単
化

す

る
こ
ご
が
出
来

る
釜

澤
七
)。
其

に
於
て
も
此

税

が
有
意
義

で

通
る
。

(註
一昌七
)づ

チ
は
、
血
税
は
現
行
税
の
複
雑
な
う
に
射
し
て
簡
単
で
あ
を

い
ふ
。

ラニ
経

済
政
策

土
に
は

'
.

鋤
節
約
奨
願
の
此
挽
が
め
ら
ゆ
る
清
費
物
長

金
額
に
慮
じ
て
課
税
せ
ら
る
詰
果
、
そ
し
て
此
が
消
費
者
轟

く

く

嫁

さ
る

べ
き
傾
を
も

つ
ご

や
み
に
於
て
、
成
程

消
費

物

の
中

で
も
必
要
品

の
如
く
清

費

の
節

し
難

き
も

の
は

あ
る

が
、
兎

も
角
此

の
如

き
の
視

あ
る
以
上
は
、
消
費
者

の
立
場

ご
し

て
全
磯
上

何
盧

か
で
出
家

る
だ

け
其

消
費
を
節

う

す

る
こ

い
ふ
考

に
な

る
(註
三
入
)。

ろ
乗
鞍
業
者

ε
し

て
も
其
瞥

業

に
使
用
す

る
物
「に

つ
き
て
出
来

る
だ
け

の
節
約

く

を
駕
す

こ
ε
に
促
が

さ
れ
な
く

て
は
な
ら

阻
(註
三
九
)
。
其

れ

だ
け

に
て
泄
魯

経
済

の
至
艦

に
於

て
有

蓋

で
あ

る
。

87)

38)
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「」

『

蓋

三
八
)
ナ
ル
カ
ッ
ト
は
、
此
税
が
浪
費
の
代
り
に
節
約
か
奨
倒
す
べ
し
・為

し
、

謝

な
許
す

ε

い
ふ
。

.

藍

費

ツ
叢

ー

ド
髭

税
が
璽

鶏

鑑

碧

ミ
窪

乳

.

ロ
ー
ド
ば
、
此
が
将
来

の
簾
渠
獲
展

の
爲

の
に
「
貯
蓄

の
集
稜

ラ

ラ

ユ

B
生
産
及
螢
業
過
程
簡
単
化
並
に
生
産
従
業
者
増
加
1

い
次
ぎ
に
又
庇
挽
あ
る
に
於
て
、
大
企
業

に
て
從
來

(

(

め
ま
り

分
業
的

ざ
な

り
過

ぎ

て
、
仕
事

の

一
部
を
外

部

に
仰
ぐ

こ
ご

、
な

っ
て
居

た

の
を
、
今
.度
は

一
企
業

の
内

部

に
結

合
し
、
生
産

過
程

の
集

中
を
計

る
こ
ε

＼
な

る
傾

を
生

す

る
。
尤

も
分
業

を
以

て

一
層
麗
漉

酌
也

ε
す

る

黙

も
あ

っ
て
、

此
方

の
利
益

が
、
・
分
業

ε
す

る
駕

め

の
此
挽

の
損

失
よ
り

(註
四
9

も

一
層

太

い
こ
ご
も
め

る
か

ら
、
一
概

に
は

い

へ
な

い
が
、
併

し
集

中

ε
す

る
の
を

む
し
ろ
利

ε
す

る
こ
ご
も

あ
.つ
て
、其

れ
だ
け

で
は
此

悦
が

之
を
進

め
る
陶

そ
し

て
生
産
過
程

が
あ
ま
b

分
散

し

企
業

ご
企
業

ざ
分
立

し
過

ぎ
る

の
結

果
は
、
或

企
業

ご
し
て

は
其
経

管
上

に
不
要
を
も

つ
を
免

れ
漁

か
ら

、
此

の
如

く

に
此

枕

の
刺
戟

に
よ
り

て
或

度
ま

で
企
業

の
結

合
を
促

し
、
企

業
の
自
主
自
立
を
…進
め
.る
こ
ε
は
無

意
義

で
は
な

い
(註
四
こ
。
比
熱

は
或

は
左

ま

で
の
こ
ご
で
な

い
ご
し

う

て
、

ろ
生
産
者

消
費

者
が
此
税

あ

る
に
よ
り

て
出
京

る
だ
け
中
間
的
媒

介
者

配
る
人
を
節

し
ゃ
う

こ

い
ふ
傾
向
を

〔

生
す

る
』

度
で
も
多

く
中

間
牒
業
者

の
手
を
経

る
ほ

こ
税

の
負

措

が
嵩

む
こ
ε
こ
な

る
か
ら
、
出
來

る
だ
け
之
を

少

く
し
や
う

ε
し
て
、
或

は
販
費
組
合

、
或

は
購

買
組

合

を
作

る

こ
ε
ご
な
り
、
此
事
を
入

が

]
眉
墨
面
目

に
考

ふ

る
.こ
ξ

、
な

る
。
此

は
中
間
商

人

の
立

場

か
ら

い

へ
ば
困

つ
だ

こ
ε
で
あ

る
が
、
併

し
肚
會

全
艦

か
ら

い
、へ
ば
有

論

叢

費
上
.税
の
本
質
及
長
所

第
十
六
巻

(第
六
號

=
二
)

九
〇

一

39)Beman,1.c.P.89.IOC'

40)BemaD,Lc・P・77・1。 ア・

五.、 二■凶』L



論

叢

壷
上
税
の
本
質
及
長
所

第
+
六
巻

(第
六
號

}四
)

九
〇
二

利
で
あ

る
。
此

の
如

き
中
間

八

に
も
利
益

が
あ
り
文

金

・
無
く
す

る

こ
ご
は
出
來

漁
に
せ
よ
、
英
田

來

る
だ

け
少

う

き
が
望
ま

し
く
、
今
北

枕

に
よ
b

て
此
を
減

じ
、
そ
し

て
は
其

が
今

度
.は
結

局
生
産
者

ε
な

っ
て
何
等

か
の
物

を
作

が
出

す

こ
ご

に
向

は
ざ

る
を
得
ざ

る
だ
け
で
は

ハ
世

の
中

の
富
源

啓
開
獲

し

〔註
四
一
一)、
物

の
供
給

を
充
費

し
て
消

費
者

を

し
て
割
安

に
之

を
獲
得

せ

し
む

る
こ

で」
、
な

る
。
勿
論
此
視

あ
る
矯

め
、
他

方

に
消
費
節
約

が
行

は

脆
て

、
生
産

さ
れ
花
る
物

の
薦

内

に
て
溝
化

さ
れ
ざ
る
だ

け
で
は

、
国
際
的
販
路

の
開
の

た
今

日
で
は
外

部

に
其
消
化

先
を
見
出

し
得

る
。

で
北

枕
の
紹

濟
上

の
結
果

は
前

の
財
政

上
の
長
所

`
相

待
で
頗

る
重

大
で
あ

る
(註
四
三
)。

(註
四
〇
)
乳
ム
ー
ト
に
依
れ
ば
、
六
め
生
産
過
程
な
一企
業
に
集
め
れ
腸
骨
ご
-
別
々
の
企
業
に
て
行
ふ
場
合
こ
の
百
分
の
【
税
の
貢
櫓
の
差
異
に

百
分
一
ミ
百
分
六
ミ
の
差
で
に
な
く
て
、
實
に
別
々
の
六
の
企
業
に
て
行
は
る
場
合
の
が
二
半
%
乃
至
三
牛
%
で
-
此
ぐ」百
分
一
ぐ㌧
の
差
で
あ
み

蜘

こ
い

ふ
こ

こ
で

あ

ろ
。

(註

四

一
)
バ

ッ
チ
ば

〔
終

局

の
傾
向

ば
凡

べ
て

の
醤

業

の
爲

め
に

一
唇

面
泣

ε

な

る

こ
童
で

あ
ら

う
。

若

も
此

税

が
此
過

程

々
急

が

す

ぐ忘
す

れ
ば

、

む

其
は
此
税
が
時
代
精
神

に
て
動
き

つ
つ
あ
ろ
、
ミ

な
唯
誼
明
す

ろ
こ

い
ふ
。

)ガ

(茜

二
)
ロ
ー

ド
は

、
此

馨

自
然

の
富

源

の
開

難

進

め

ろ
、
、
ご
毒

。
で

あ
、b
-つ
二

ふ
。

鱒

(註

四

=
「)
少
く

ε
も

フ

イ
リ

ッ

じ

ン
の
實

績
で

に

此

が
比
島

の
螢

業

火

ば

工
業

の
如
何

な

る
も

の
舟
も
妨

げ

な

か

っ
た

ぐ」
い
ふ

こ
ぐ、
で
あ

る
。

ラ
ラ

ラC
物

償
低
下
促
進

11一

上
記
A
B

二
の
も

の
の
相

當

に
行
は

る
る
結
果

は
、
物

贋
を
大
鎧
、
合

理
的

に
低
下

せ

く

く

く

し
む
る
傾
を
有

っ
べ
き
で
め

る
が
、
此

の
如

き
消
費

税

に
よ
り

て
は
之
を
名

ε
し
て
此
税
額
以

上

に
多
く

の
も

の

を
慣
格

の
中
に
鮒
加
す
る
こ
忌

出
家
ま
む
父

粧
四
四
)、
ヌ
あ
ま
り
に
多
一
鮒
加
ず

る
・、
慮

一
塁

く
の
出
糊

入

,

41)

42)
43)
44)

Bernan,

Beman脚

Benian,

Beman,

1.c.

1.c.

1.c,

1.c,

P・99・

p.76.

p.107.

P・97・

曲 晶、 、鄭

「



勘
節
ず

る
鴛
め
の
激

動
を
行

は

れ
し
ひ
る

こ
ε

㌧
も
な

る
釜
座
喜

。
勿
論
此

の
如

き
枇
ぼ
出
京

る
だ
け
韓

嫁
し
ゃ

う

ε
努
.め
ら

れ
自
ら
儂
格
中

に
入
れ
ら
れ

る
傾
は

強

い
が
、
併

し
此
桃

に
よ
り
て
他

の
諸
税

に
代
ら

る
る
を
得

る

ビ
す

れ
ば
、
之

に
よ
り

て
債
格

を
高

め
る
こ
ε
は
、
他

税

に
於
け

る
よ
り

も

一
層

困
難

で
'
杢
艦
上
物

儂

の

一
層

の

騰
貴

を
生
す

る
に
至
ら
す

し
て
、
却

っ
て
之
を
牽

制

し
、
む

し
ろ
低

下

さ

へ
促
進

す

る

こ
ご

、
な
ら

う

(註
四
さ

。

蛸

(註
四
四
)
オ
ル
カ
ッ
ト
ば
、
此

が
税
其
も
の
の
額
以
上
に
、
物
の
慣
格
か
上
ぼ
す
こ
ぐ」
は
出
来
鎗
ε
い
ひ
、
ロ
ー
ド
も
同
様

の
主
張
な
寫
す
。

(註
凸
五
)
コ
y
バ
ー

ば
曰
く
「
過

澗
守、な

ろ
所
の
物
偵
.ト
封
し
て
防
制
す
ろ
薦
め

に
、
沿
費
者
に
中
間
人
為
節

し
、
及
直
接

に
生
産
者
に
行
く
爲
め

に
組

織
な
作

ろ
心
耳
に

の
る
で
め
ら
う
。既

に
之
が
爲

め
に
消
費
組
合
が
獲
達
し
た
。
斯
く
て
商

工
業

が
新
税

に
去
り
て
其

取
扱

ふ
物
慎
の
上

の
影

鱒

響
々
役
僧守
自
身
挑

ふ
べ
毎
額

に
撫
す

ろ
だ
げ
に
制
限
ぜ
ざ
る
ぺ
か
ら
ざ

る
こ
ぐ」
ε
な

る
ご
考

へ
ら

み
ろ
ぐ」
。

(註
四
六
芝

に

つ
き
、
ス
ム
ー

㍗
に
、
六
回

の
喪
智

・
し
て
も
各
百
分

「
つ

つ
の
税

に
て
終

局
の
瀧
費
省
思

q
て
の
啓

掻

絡

の
騰
貴
が
三
牛
%

よ
り
も

多
く
に
な

る
こ

ミ
ば
稀
で
あ

っ
て
冒
超
過
利
得
税
の
作
用

よ
り
生
す

る
二
十
三
%

の
物
偵
騰
貴
芝
比
較
し
ズ
殆

ん
こ

い
ふ
に
足
ら
沁
も
の

で
あ
み
ぐ」
爲
し
、

バ
ッ
チ
に
、
存
日

ば
枇

(此
新
税
に
玉
門
代
ら

ろ
べ
き
現
行
税
)
が
物
慣
か
殆
ん
ご
二
十
五
%
だ
げ
滑
加
ん
で
居

る
の
に
、
壷

上
税
に
平
均
二
半
%
以
上

ば
物
偵

を
高
め
意
い
で
あ
ら
う
ξ
い
ひ
、

ロ
1

ド
も

、
生
産
者

よ
り
消
費
者
に
行
く
ま
で
の
間

の
凡

べ
て
の
費
却

へ

一

%

の
税
の
附
加
的
結
果
ば
、
小
喪
領
楕
に
於
け

ろ
三
%

に
に
達
す
る
み
得

祖
、
然

ろ
に
多

く
の
政
府
常
局
者
ば
、
現
在
の
課
税
方
法

が
慣
格
か
二

の

十
五
%

だ
σ
高

め
ろ
こ
ミ
に
導
き
-
而
か
も
其
大
部
分
が
政
府
に
達
し
な

い
ご
ざ
な
承
認
し
て
居

る
こ
い
ふ
て
居

ろ
。

　D
管
業
非
特
別
負
措
-

而
し
て
此

の
如
く

↓
牽
に
し
て
輕
き
税
は
固
よ
り
瞥
業
者
に
ε
つ
て

一
の
生
産
費
ε

(
は
な

る
が
蕪
四
七
)、其

を
消

費
者

の
方

へ
韓
嫁

し
て
行

く

こ
ご
は
む

し
ろ
容
易

で
、
大
抵
管
業
者

自
身

の
賃
捲

ε
は

な
ら

ざ
る
の
傾
を
有

っ
〔註
四
八
)
。
又
事
情

が

許
す

な
ら

ば
楼
業
者

ε
し
て
は
此
税

額
以
上

に
も

債
格

を
上
げ
や
う

論

叢

費
土
穂
の
本
質
及
長
所

第
十
六
巻

(第
六
號

一
1
)

九
〇
三

45)
46)

47)

Beman,1.c.p.89、108.

Combat.1.c.p.16.

Leman,1.c.p.77.98,r〔 ウ ・K潟 ・

■



'

論

叢

費
上
税
の
本
質
及
長
所

一

策
+
六
巻

〔第
六
號

=
C

九
〇
四

ご
努

む
る

(註
四
九
)。

で
多

分
彼

の
特

別
負

罐

ε
は
な
ら

ぬ
で
あ
ら

う
が
、
但

だ
経

済
界

不
現
の
場
合

に
楼
業
者
自

ら
搭
は
な
く

て
な
ら

澱
.こ

ε
が
あ

め
得

る
所

で
は

め
る
(註
五
〇
)。
其

れ
に
し

て
も
此

の
如

き
輕

い
牽

で
あ
れ
ば
む

し
ろ
忍

び
得

る
も

の
ご

い
ふ
こ
ε
が
出
來

る
〔註
五
[)
。

(註
四
t
}
マ
イ
ル
に
・
消
盟
及
使
用
税
に
材
料
調
瀧
嚢

賃
金
等
の
.薦
め
に
生
ず
る
費
用
ご
啓
し
く
特
別
生
産
費
の
明
に
認
む
べ
き
兀
繁
々
成
す
亡

、

燭
。

」

し
』

〔註

四
八
)
ア
ダ

ム
ス

ば
、
此

の
如

き
撹

が
永

い
間

に
は
消

費
者

に
よ
リ

ィ
、捲

ば

る
ろ

こ
ミ
が

む

し
ろ

確

か
で

め

ろ
ε

い
ひ

、

入
タ

ウ
プ

ば
、
此

が
響

業

の
員
携

さ
に
な

ら

幻
で

あ
ら

う
。

何

ヒ

な
れ

ば

凡

べ

て
の
髄
却

の
上

に
同

一
税

率

な

み
が
薦

め

に
買

手

の
上

に
韓

嫁

ぜ
ら

う
る
な
得

ろ
か
ら

ピ

遍

。

毒
謁

(註
四
九
、
コ
ン
バ
ー
ば
、
生

産
が
正
常

に
達

せ
ざ
れ
ばμ
達

ぜ
ざ
る
ぼ
ご
、
需
要
が
供
絵
心
超
ゆ
・れ
ば
超

ゆ
う
ぼ
ご
、及
[責
手
が
自
由
並跳
争

に
よ
り
阻
止

遷
れ
な
げ
れ
ば
さ
れ
な

い
ぽ
.ε
、
商
業
者

ε
て
し
ば
自
ら
取
引
硫

に
よ
り
て
生
す
べ
き

一
般
費
用
領
海
も
超

へ
た
る
額

に
、
其

慣
絡
々
高

め
る
薦

め
掘

婁

利
學

ろ
難

、
つ
奉

b
、っ
。
測
瞥

よ
嘆

傷
。
、

る
ろ
所
で
。
、
て
、
む
し
ろ
此
。
畏

。
源

,
論

で
あ
ら
一つ
.、
.
ひ
、

プ

レ
ー

ン
も

、
若

も
.需

要
が

頗

ろ
強

い
ε
毒

ば

、
澗
費

者

は
税

反
共

以

上

炬
～u
瘤

ふ
こ

ぐ」
ぐ」
な

る
で
め

ら
う

ざ

い
ふ
て
居

る
o

(註
五
9

多

バ
ー
も
、
不
況

の
場
合
柱

此
が
抵
抗
の
流

に
遇
ひ
爲

め
ド
其
結
果

な
逓

饗

し
む
・・
い
ひ
、
匿
名
政
治
家
も

、
各

の
間
接
税
に

於

て
、
婚

嫁
が
完
全
に
正
欝

に
叉
ば
唯

一
般
に
生
じ
、
随
ふ
て
税
が
眞

の
義
務
者
々
課
す

ろ
ざ
い
ふ
保
証
な
看
た
ず

ピ
い
ひ
、

エ
ー

ベ
ル

ビ
も
、

間
接
税

に
て
假
定
ぜ
ら

う
ろ
輔
嫁
が
績

歪
べ
吾
方
法

に
て
行
に
れ
な

い
,
む
し
ろ
稔
が
往

・
に
し
て
生
産
者
叉
は
商
人
に
締
す
る
・
こ

が
看
過

.

齢

す
べ

か

ら
す

こ

い
ふ
。

鋤

(註

五

一
)
パ
ウ

ー1
、
商

品

取
酬

税

に

}
般

的
消

費

税

こ
し

て
現

11

ろ

う
だ

け

で
に

、
繹

濟
上

よ
り
見

て
、
唯
軽

き
牽

に
於

て
辯
護

さ

る

ろ
こ

い
ふ
o

ラ

ラ

三
公
李
課
税
⊥
1

よ
画
し
て
は
A
本
税
其
も
の
ご
し
て
考

へ
て
、
此

に
は
遺
憾
乍
ら
後
に
い
ふ
色
灯
の
羽
黒
も

(

(

・48)

49)

5〔〕)

51)

』2)

GeorgvonMayr,ZurTheoriederindirektenSteuern.S.53.

Beman,1,C146 ・170・・P・

Combat,1.c.P.c5.Plehn,互.c.P.327.

Combat,1.⊂.P.16.Sしaatsmann,a・D.,Fw.S.285.Eheberg,Fw.9.A岨.

8.398.

Pfau,a.a.0.S.65,



φ

る
が
.
.併
七
兎

も
角

.

.消
費

の
高

さ
に
慮

じ

て
課
税

さ

る

、
こ
ピ

、
は
な
り

▼・
多

く
清
愛

す

る
者

は
.
多

く
給
.

付

し
得

る
の
力

あ
り
.ご
い
ひ
得

る
だ
け
で
は

、
.此

に

一
の
公
平

が
存

す

ε

い
ひ
得

る
(註
五
二
)。
勿
論
此

に
色

々
の

不
公
季

の
動
機
が

あ

る
。
讐
業

用
消
費

ε
人

事
用

消
費

ビ
の
厚
別
を

せ

諏
ご
か
、
消
費

物
の
種

類
に
よ
り
て
差
等

を
附

せ

隙
ε
か
.

同

一
樋

清
費

に
て
も
消
費
者

に
至

る
ま

で
の
間

に
経
た

る
度
数

の
多

少
を
考

慮
せ

漁
,ε
か
、
経

済
界
不
況

の
場
合

に
管

業
者

の
負

播

こ
な

る
の
が
不
都

合

ε
か

い
ふ
や
う
な

こ
ご
が
色

々
並

べ
立
て
ら

る

、
け
れ

こ
も
、
其

も

一
%

こ

い
ふ
如

き
軽

い
硯

で
あ
り
、
そ
れ

も
更

に
人

々

の
負

櫓

に
堪

へ
ら

れ
源
だ
け
で
は
度
敬

を
省

ラ

略
す

る
飴
地

あ

る
に
於

て
、
完

全

で
は
な

い
が
、
忍

び
得

る
も

の
ε
は

い

へ
る
。

B
其

他
此
視

が
消
費

税

の

一
ε

く

し

て
直
接

挽
の
補

完

ご
い

ふ
こ
ε
が

い
ひ
得

る
し

註̂
五
三
)
、
特

に
叉

生
産
政

策

加
味

の
租
税

に
於
て
望
ま

し
き
享

樂
及
使
用

財
産

重
課

の
爲
め

の
享
樂
財
産

直

接
税

を
假

り

に
設
く

る
ε
し
て
、
此

直
接
税

が
通

脱
の
恐

あ
る
よ

り

し

て
其

補
完

の
意

味

に
て
此
程

の
取
引
税
を
探
り

だ
し

ε

い
ふ
こ
ε
も
あ
る
(註
五
四
)。
尤
も
此
終

の
月
的

の
短

め

に
は
、
此

費
上
挽
を
軍

に
享
樂
財
産

の
み

に
限

る
か
、
.又

は

一
役
的

に
課
す

る
ε
し

て
も
此

に
累

進
、課

税
を
行

ふ

こ
ε
加
奈
陀
制

摩

の
如

く

し
な

く
て
は
な
ら

の
こ

い
ふ
困
難

が
あ

る
。

(註
五
二
)
バ
ソ
チ
、
ロ
ー
ド
、
ナ
ル
カ
ッ
ト
、
ス
ム
ー
ト
等
、
此
税
の
公
平
な
唱
ふ
。
ブ
イ
リ
ソ
ビ
ン
政
府
の
報
告
亦
之
を
い
ふ
。
更
ら
に
プ
ア
イ

フ
ァ
ー
に
、
泊
費
視
た
消
費
の
斎
物
鰻
の
上
に
課
す
る
な
得
喪
ゐ
ピ
き
に
、
特
に
其
が
冬
物
の
債
値
ミ
平
等
の
割
合
に
て
興
ず
る
税
な
る
乏
き
ば

此
が
恐
5
く
ば
吾
人
の
定
め
た
原
則
に
最
良
く
適
鷹
す
ろ
税
で
あ
ら
う
乏
い
ひ
、
コ
ツ
サ
も
、
黄
者
の
支
出
ε
所
得
ピ
の
間
に
釣
合
な
有
す
ご
い

ふ
想

箴
に

、
或
限
界
丙
に
て
は
合
理
的
で
あ
牽

篤

し
、

・
ツ
ツ
ば
若
干

の
選
ま
れ
た

み
消
費
物

の
頁
措
の
代
り
に
、

陵

の
商
品
の
課
税
々
實

論
-
叢

費
上
税
の
本
質
及
長
所

第
十
六
巻

(第
六
號

一
七
)

九
〇
五

.一



論

叢

費
上
税

の
本
質
及
長
所

第
+
六
巻

(第
六
號

一
入
)

九
〇
六
.

・

的

行
ず

る
こ
ご
が

一
.屑
公
正
且

つ

一
膳
日
的

に
適

ふ
も

の
で
な

い
か
ε
い
ふ
考
が
あ

ろ
ピ
い
ふ
。

(註
五
一邑

例
之
、
シ
エ
フ

レ
ー
に
、
直
接
及
間
接
税
の
両
方
が
全
租
税
艦
系
の
特
立
の

一
節
ぐ
」し
て
、
互
に
他

か
必
要

"㌧
し
叉
互

に
他

の
も
の
た
前

提

ξ
す
ろ
。
両
極
の
税
の
各
が
其
充
足
及
租
税
瞠
系
的
圭
機
船
に
捨
て
、
他

の
も
の
に
よ
り
て
代

ら
ろ
。へ
か
ら
ず
、
随

ふ
て
副
機
能

ε
し
て
昏
が

醐

他

の
も

の

々
多
少

補

完
ず

る
こ
ミ

ε
な

る
こ

い
ふ
。

(註

五
四
)
パ
ウ
に
、
.生
産
政
策
的
租
税
艘
系

の
計
酋

・
し
て
享
樂
及
使
用
財
産
が
租
税
上
童
諜
さ
れ
な
く
て
に
な
ら
ぬ
ε
い
ふ
ご
亡
が
定

め
ら
ろ
べ

春
で
あ
み
。
此
が
爲
め
に

一
般
所
得
税
も

攻
然
財
産
税
ピ
享
樂
財
産
税
ε
が
定
め
ら
れ
、
而
も
後
者
が
最
高
奪
且

つ
最
観
音
累
戴
に
て
定
め
ら

る
べ
く
・
此
後
の
も
の
の

一
部
が
回
期
的
評
定

に
拘
ら
で

租
税
回
避

差

掛

が
あ
ろ
か
ら

・
其
他

の
租
礁

系

(特

に
消
費
税
及
商

品
取
引

.

税
)
に
て
此
蔭

が
充
た
さ
れ
な
く
程

な
ち

ざ

い
緬
・

　ラ

.

四
人
民
負
措

上

-

(
一

A
納
税
額
明
知
一

次
ぎ
に
此
視
は
人
民
の
負
捲

の
上
に
は
、
人
民
を
し
て
納
税
額
を
容
易
に
知
了
せ
し
む
る

く

、ご
.い
ふ
こ
ε
が
あ

る
(註
五
五
)
。
其

は
北
枕

の
仕
組

の
簡

単
な

る
が
爲

め
に
然

る
の
で
あ

る
。
複
雑

の
税

に
比

し
て

此

が
確

か
に
人
民

に
ε
り

て
は
樂

で
あ

る
。

〔註

五
五

)
鋤

チ
・

ス
†

ト

・

。
1

冗

ア

ダ

⊥
奪

之

た

唱

ふ
・

ナ

シ
・
ナ

ル
イ

ン
ダ

幸

リ
ア

ル

・

y
・

エ

・
ン
ス
ボ
ー

ド

の
税
制

委

員

會

ゆ

・

報

告

も
同
様

で
あ

み
。

ラB
負
権
容
易
及
負
据
威
軽
易

-

此
視
は

一
の
間
接
挽
こ
し
て
物
の
債
格
中
に
込

め
ら
れ
て
負
措
さ
る
こ
ε
、

(
な

る
か
ら
、
清
費
者

の
氣

の
着

か
海
所

で
取
ら

れ
て
其

爲

め
苦

痛
少

し

ピ
い
ふ
傾

が
あ
b

(註
五
⊥C
、
.特

に
其

が

一

度

に
固

ま

っ
た
負

撚
を
す

る
の
で
な
く
て
、

小
額

づ

、
に
分
割
し

て
措

ふ

こ
ご
ビ
な

る
ε

い
ふ
こ
ご
も
あ
カ

〔註
五

53)

54,

55,
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F

七
)、
叉
其

は
清
費
者

こ
し
て
之
を
佛

ひ
之
を
婚

ふ

に
最

都
合

良
き
時

が
選

ま
る

、
ε

い
ふ
こ
ε
も

あ
り
{
駐
五
八
)、

負
措

す

る
か
否

か
を
選

撰
す

る
自
由

も

あ
り

(註
五
九
)、

消
費

者

ご
し

て
は
其
経
済

の
内

部

に
立

入

っ
て
調

べ
ら

る
.

、
不
快

も
な
く
役

人

ε
直
接

交
渉
す

る
の
煩

も
な
し

ご

い
ふ
こ
ε
が
あ
り

(註
六
〇
)
、
何

れ
に
し
て
も
消
費

者

に
ご

b

て
樂

で
め
る
、
文
典

が
重

い
牽
で
あ
り

そ
し
て
物

が

消
費

者

に
至

る
ま

で
の
間

に
醗
b
多

く
の
手
を
経

る
ε
す

れ
ば

、
終

局
堪

へ
難

き
ほ
こ
の
負
櫓

ご
も
な
ら
う

が
、

此
撹

め

る
に
よ
b

て
自
ら

其
座
敷

も
少

く
な
り

、
そ

し
て

本

税
も

一
%
位

の
輕

い
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
其

が
藪

回
線
返

さ
れ
だ
ε
し
て
も
結
局
太

し
陀
も
の

で
は
な
く
、

(註
六

こ
、
今
日
此
税

な
し
ご
し

て
・も
物

の
嬉

々
す

る
問

に
生
産
原
償

`
消
費
者

に
於
け

る
償
柊

ざ
の
差
額

の
可

な

b
太

い
の
に
比
す

れ
ば
殆
ん
こ

い
ふ
に
足

ら
沁
も

の
で

あ
ら
う
。
特

に
景

氣
の
良
く
瞥
業

利
得

の
太

い
ε
き
な
ご

に
は
、

一
%
位

の
税
は
、
む
し

ろ
優

に
利
得

の
中

で
吸

収

し
蓋

さ
れ

て
消
費
者

の
特
別

負
措

ε
は
な
ら

諏
で
あ
ら

う
(註
六
二
)。
故

に
免

税

が
消
費
者

に
轄

嫁
す

る
だ
け
で

は
負

捲
は
{容
易
で

め
り
其

に

つ
き
て

の
負
搭
戚

は
一軽
易
で
.

あ
り
得

る
(註
六
三
)。
但

だ
此

が
韓
嫁

せ
ら

れ
す

し

て
瞥

業
者

の
負

櫓

こ
な

る
だ
け
で
は
苦

し
き
場
合
を
生
す

る
が

併

し
螢

業
者
ど

い
ふ
地

位
の
者

は
他

の
消
費
挽

に

つ
い

て
も
管
葉
枕

に

つ
い
て
も
北

極

の
場
合

に
遭
遇

す

る
こ
ご

の
あ
り
得

べ
き
も

の
で

、
光

視

に
限

っ
た

こ
ε
で
は
な

く

,
否
な
視

の
み
な
ら
す

、
凡

べ
て
の
螢

業
費

に

つ
い
て

も
此

程

の
こ
ご
を
俘

ふ
も
の
で

(註
六
四
)、
彼

ご
し

て
は

此
不

利
な
る
も
の
を
有
利

な
る
塒

に
於
け

る
利

益

で
卒
準

ず

る
こ
`
が
出
来

、
そ
し
て
管

業
は
元
来

、
卒
均
的

に
有
利
な
り

杷
思

へ
ば

こ
そ
存
立

し
成
立
す

る
も
の

這
い
ふ

べ
く
、

つ
ま

り
夫

の

一
時
的
不

利
は

全
龍

上

に
は
補
償

さ
れ
て
居

る
ε
見

る
を
得

る
(註
六
五
)。
彼

は
夫

の
不

利
を

忽

ぱ
な
く

て
は

な
ら

ぬ
。

論

叢

費
上
税
の
本
質
及
長
所

第
十
六
瑠

〔第
六
號

一
九
)

九
〇
七

,



論

叢

翻
費
上
稔
の
本
質
及
長
所

第
十
六
巻

(第
栄
號

二
〇
)

九
〇
八

(註
五
六
諸

多

の
學
者
之

な
注
意
す
。
例
之

、
ベ
ル
ギ
ウ

柱

、
間
接
税
に
物
の
債
絡
中

に
入
れ
ら
れ

て
之
叢

出
す

…

」
ば
絶
蜀

に
不
可
誓

爲
し

ラ
ウ
は
、
漕
農
が
既
に
永
昔
時

存
す
れ
ぼ

、生
活
方
法

が
之
に
從

ふ
て
定
め
ら
れ
、
入
は
之
か
恨
格
の
重
纂
な

ろ

一
成
分
ざ
見
る
…

・
に
慣
れ
、
或

支
出

の
中
に
含
ま
れ
六
税
に
此

の
如

き
も

の
達
し
て
注
意
為
引
く
こ
定
少
し
ε
い
勧

、匿
名
政
治
家
も
、
此
税
が
買
値
卯
ド
あ

っ
て
全
く
牲
意

ゼ
み

れ
す

ご
爲
し
、

ヒ
ソ
グ
ス
も
、
間
接
税
が
物
の
便

の
中

に
匿
さ
る
ろ
爲
め
に
相
射
的

に
苦
痛
な
き
性
質

の
も

の
こ
い
ひ
、

コ
ン
ラ
ー
ド
に
、
大
な

を
公
衆
に
此
納
税

祉
殆
ん
ご
注
意
し
な

い
。
此
が
税
の
為

さ
に
つ
含
不
明
で
、
随
ふ
て
特
に
既
に
永
昔
時
存
し
た
所
の
税
ば
反
射
な
し
に
堪

へ
ら

ろ
ゐ
ε
篤

し
・
プ
ア
イ
フ
ア
ー
に
、
浦
費
税
の
利

益
に
、
国

民
が
此
方
法

に
て
税
な
抽
ふ
こ
ピ
及
如
何
に
多
く
柳

ふ
か
に
り
春
注
意
寸
ろ
こ
ぐ、
少

き

こ
ε

に
存

ず
"
い篤

し

・
.リ

ル
カ
ー

も
間

接
貌

に

直
接

税

よ
吋
も

雇

貨

櫓

の

感
ぜ

ら
れ

ざ
う
も

の
ミ
し

、

フ
ナ

ッ

ケ
、

エ
ー

ベ
ル

・
は
消

費
税

・の
長
所

ピ
し
て
貢
櫓

の
不
顯
著

が
擧
げ
ら

ゐ
ε
爲
し
、

コ
ー

ン
ー1
、多
数
人
民
の
国
民
的
吸
経
済
的
不
完
全
な

み
矯

め
の
直
接

税
の
困
難
が
、
不
注

許

'意

の
間
に
且

つ
少
し
づ

っ
税
額

な
柳
ば
し
心
ろ
所

の
間
接
税
寿
選
ま
し
む
ご
い
ふ
て
居

ろ
、

(註
五
七
前

彗

-

・
参
照
・

多

ナ
ー
は
・
漕
聲
稔
の
理
婁

し
て
此

に
於
け

ろ
租
婁

蜘
の
小

な
ろ
且
つ
任
蕩

時
に
給
付
す
べ
暫
分
割
支
挑

に
於
げ

る
分
解

な
擧
げ
・

ユ
ン
ラ
ー
ド
も
、
此

が
小
額

に
て
及
義
薯

に
最
容
易
な

る
時

に
支
柳

ー-
る
・寫

し
、
リ

ン
ホ
フ
も
、
羅

税

に
て
に

課
税

の
時
期
た
選

む
に
つ
き
て
も
、
支
挑
ふ
べ
き

も
の
の
大

さ
た
定

心
に

っ
き
て
も
消
費
者
に
ε
り
㎡k
全
く
自
由
で
あ

る
ぐ、
篤
し
、
其
他

、
ラ
ウ

附

ボ

ル
グ

隠

江
ー

ベ
ル

ビ
・

フ
オ

ソ

ケ
等

、
小
額

支

抽

の
長

所

為
墾

ぐ
。

、

(註

五
八

)
前

説

フ
グ

ナ
ー

、

コ

ン
ラ
ー

ド
、

リ

ン
ホ

フ
参
照

。

術

ほ
り

ン
ホ

7
ば

、
間
接

税

11

任

意
的
の

も

の
で

あ

ろ
。

税

の
課

ぜ
ら
れ

ろ
消
費

物
職

の
使

用
叉

に
消
費

な
噺

念

ず
る
者

に
之

た
逃

れ

ろ
こ

ε
が
出
来

う
か

ら
で

あ

ろ
。

そ

し
て

人

は
之

な
主

な
く

犀
も
或

支
彿

海
馬

す
.へ
き

ぐ、
き

の

即
ち
貨
幣

な
準
備

し
た
時
に
支
螂
ふ
、之
に
よ
り
て
人
が
税
の
支
蜘
に
つ
き
特
別
の
墨
力
及
厄
介
が
有
た
な
い
こ
い
ふ
。

(註
五
九
箭

試
歩

永
フ
参
照
葡
ほ
ア
イ
セ

y
ハ
ル
ト
ば
、何
故
に
地
潰
費

税
が
求
仙

の
税
二
り
も
少
奇

不
平
に
て
櫓

ば
る

る
か
の
主
た
る
理
由

に
、

吾
人
が
此
た
生
活

の
不
要
品

に
制
限
し
て
之
に
同
化
す
る
所
の
地
租

の
任
意
性

に
あ
り

ぜ㌧
い
ひ
、
マ
イ
ル
も

、
終
局
的
撤
税
者

に
ε
り
て
、
非
常

に
分
散

し
た
納
税

手
績
が
、
給
付

の
或
全
額

に
つ
い
て
被
税
者

の
拘
束
な
し
に
、及
租
税
な
貢
に
ん

ピ
す
み
範
圏

に
つ
春
沓
人
に
ピ
り
て
の
大
な
み

屈
伸
ヵ

を
以
て
現

に
胤
る
、
此
税
で
に

一
般

に
租
税
義
務

か
負

ふ
こ
ピ
双
は
之
た
避
く

る
こ
ε
ド
於
け
ろ
大
な

ろ
選
探
の
且
由
が
與

へ
ら

る
ε
い
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「

ぴ
▼
プ
ア
イ
フ
ア
ー
も
▼
納
携
者

(實

に
櫓

税
者
)
が
視
た
沸
ば
ん

達
す
う
か
及
如
何

に
多
く
排
に
ん

ε
す
う
か
が
彼

の
自
由

F
存
し
、
此
の
如
き

税
が
決
し

て
厘
迫

妥

ろ
能
ば
τ

・
い
ひ
・
ラ
ウ
も
消
費
な
制
限
す
る
自
由
が
此
税
の
魅
迫
に
写

る
緩
和
方
便
で
み

奪

い
ひ
、
匿

名
頑
治
家

の

も

、
此
税
が
多
く
課
ぜ
ら
る
ろ
や
少
く
課

ぜ
ら
る
み
や
に
人
の
自
由
意
思
に
存
す
ピ
い
ひ
、

ロ
ツ

シ
ア
ー
も
此
に
或
自
由

が
結
付
く

ぐ旨
い
ふ
。

(註
六
〇
)
ボ
ル
グ
㍗
11
、
多

く
の
消
費
税
で
は
、
消
費
者
が
彼

の
事
情
に
於
け

る
厄
介
な
る
侵
入
及
税
務
臆
ε
の
直
接

の
接

欄
な
逃

れ
ろ
ぐ旨
い
ひ
、

れ

・コ
.ン
ラ

τ

ド
も

・
此
税

の
長
所

に
、
種

々
櫓

ふ
者

の
大

な

み
籔

が
全

く

税
務

官
爵

こ
交
渉

に
來
ら

澱
、
ミ
、
で

あ

る

ぐ、
い
ふ
。

じ

(註
六

一
)
一
物
に
っ
啓
六
回
子
鳥
掘

る
ε
し
て
も
貢
櫨
に
.
一
%
税
ざ
し
て
二
牛
乃
至
三
串
%

に
止
ま

ろ
(前
註
四
〇
、
四
六
)
、
然

る
に

コ
ン
バ
ー
に

依
れ
ば
、

一
九
二
〇
年
六
月
二
十
五
日
の
佛
國
の
法
律
の
準
備
調
査

に
於

て
及
其

に
關
し
て
行
に
れ
れ
る
討
論
の
中

ド
、
人
ば

一
の
商
品
が
牛
塙

町

四

叉

に
五

回

課
税

さ

ろ

う
こ

ε
な
認

め
た

ミ

い
ふ

こ

ご
で
あ

ろ
。

(註
穴

=
)
ブ

イ

可
ソ

ピ
ン
の
経
験

で

ば

、

「
%

の
費

上

税

が
正

常

時

に
ぱ
通

例

の
商

取
51

に

於

て
税

、↑
つ
き
頗

る
小

な

る
注

意

が
抑

ば

れ
、
利

得

が

醐

.̀

通
例

よ
り
も

一
暦
大

な

ろ
異
常

の
状
態

の
下

に
に

-
費

上
税

が
之

に

て
吸
攻

ぜ
ら
れ

た

ε

い
ふ

ご

ε
で

あ

る
。

)

「

産　

(註
六
一昌
)
バ
ソ
チ
、

ス
ム
ー
ト
、

ス
タ
ウ
プ
等
、
費
上
税
が
消
壷
者

に
於

て
殆
ん

ご
貢
櫓
為
感
じ
な

い
ほ
ご
の
も
の
.ご
い
ふ
。

(註
六
四
)
バ
ッ
チ
に
、
螢
業
者

に
こ
り
て
は
壷
上
税
ば
結
局
簡
輩
に

一
の
直
接
讐
業
費

ε
見
ら

る
べ
毒
も
の
で
、
之
な
計
算
す
ろ
、
・
ぜ、
に
於

て
式
他

の
螢
業
輩
例
之
、
地
代
労
賃
等

ピ
同
機

に
取
扱
に
れ
な
く
て
ば
な
ら
ぬ
。
物
債
下
落

の
時

に
此
等

の
費
用
が
賠
償

さ
札
る
こ
ミ
の
出
来
な

い
・
、ミ

紛

が
可
能
で
あ

っ
て
・
税
も
亦
同

一
運
命
な
分
つ
べ
き
も

の
で
あ
る
ε
い
ふ
。

へ註
六
五
)
バ
ソ
チ
に
之
な
説
明
し
て
居
ろ
。
曰
く
、
螢
業
は
凡
べ
て
利
益

の
爲
め
に
行
に
る
う
も
の
・こ
見
倣
さ
れ
な
く

て
に
な
ら

抑
。
そ
沃
て
損
失

お

の
時
ば
嘗
然
例
外
で
な
く
て
ば
な
ら
ね
。
然
ら
ざ
れ
ば
螢
業
が
立
行
か
な

い
。
そ
し
て
利
益
の
時

に
凡
、～
て
の
費
用
が
計
算
ゼ
ら

う
る
ご
。

ラC
負
推
蹄
着
確
實
一
.

こ
い
ふ
こ
ε
も
此
視
に
つ
い
て
往
々
に
し
て
い
は
る
る
(註
杢
C
。
其
は
此

が
多
く
の
場

(
合
消
費
者

に
麟

嫁

さ
れ
行

く
か
ら

で
あ

る
が
、
併

し
例
外

的

に
せ
よ
壁
業

者

の
負

擢
ざ

な
る
こ
ε
あ
り

こ
い
ふ
に

於

て
斯

く

い
ふ
の
は
少

し

い
ひ
過

ぎ
で
あ

る
。

論

叢

費
上
境
の
木
質
及
長
所

「第
十
六
巻
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六
號

一
=
)

九
〇
九
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論

叢

膨
筑土
税

の
査

旦
及

長

肝
胡

・
笛
川十

六
巻

(第

占ハ
號

一
一二
)

九

一
〇

(註

六

六

)
バ

ッ
チ
・

ナ
ル
ヵ

ツ

ト
ー

ロ
ー
ド
等

之

々
拳
ぐ

。

　D
民
衆
的
原
則
適
慈

一

ε
い
ふ
こ
ε
も
此
に
つ
き
て
い
ひ
得

る
。
其
は
北
枕
が
雫
等
的

の
も
の
で
、
人

々
に
.

こ

ロ

く

　

う

其
買
取
る
物
の
多
寡

に
慮
じ
て
課
税
し
、
富
者
は
大
彊
自
然
貧
者
よ
り
も
多
く
負

ふ
ご
ε
に
は
な
る
が
、
兎
も
角

」

8。
弓

%
㌔

潜

廣
く
貧
者
も
之
に
て
負
措
す
る
機
會

が
出
来
、
其
が
他
の
挽
よ
り
も
多
く
、
此
黙
に
て
は
此
税
が
民
衆
的
の
視
ε

盛
砕
旭
伽

鼠

ぬ

い
ひ
得

る
(註
六
七
)。
其
は
併
し
貧
民
に
は
蝕
b
に
過
重
ε
な
る
か
ら
不
都
合
だ
ε
も

い
ひ
得

る
が
、
併
し
又
近
時

q
G

q
出

民
衆

の
権
利
が
盆

々
伸
ば
さ
れ
叉
保
護
さ
る
る
に
於
て
、
其

に
相
當
し
て
彼
等
も
直
接
視
で
は
負
憺
が
出
來

ぬ
に

講
説
些
…
.

㎝

細
㎜
d
.

し
て
も
、
せ

め
て
は
費

上
視

の
如

き
間
接
税

で
な
b

ε
も
負
捲
す

る

の
が
至
當

だ
ご
も

い
ひ
得

な
(註
大
入
)。
此

に

m
m

m

出

監
濫

は
若

干
異

論

の
入

り
得

る
飴
地

は

あ

る
が
、
」
一
の
主
義

ε
し
て
は
成

立
ち
得

る
。

一

劉

64

価
68
㎞

⑬

(註

六

七

)
バ

ッ
チ
に

此
税

が
堅

吾
、民
衆

的
原

則

に
塞

げ
ら

る
ε
爲

し

、

ロ
ー

ド
も

同
機

の

こ

ε
な

い
ふ
o

.恥

.

(莫

八
)
ペ
ル
ナ
ー
。
、
之
に

写

、
饗

画
家

荒

べ
て
彼
の
欝

者

の
政
塗

の
共
力
・
蕃

.
此

、
2

て
必
肇

、
凡
べ
て
の
国
民
が
、

㎝

.

要

目
的
篶

め

に
峯

な

ろ
支
出

の
充
足

に
引
書

れ
な
、
て
。
な
ら
ぬ
ご
い
ふ
、
㌔
,
が
箏

ろ
。、
い
ふ
て
監

.

曉

結
.

論
.

臨

呈

肇

、
室

挽
・
は
先
例
・
あ
養

成
読
・
あ
・
て
、

一
・
研
究
・
淳

・
好
腎

・
…

鍵

護

・

膿

艘

は
色
々
あ
っ
て

一
定
せ
楓
が
、
大
鑑
は
置
く
替
業
的
費
却
に

一
定
の
税
率
を
適
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
性
質
は
間

比
k
k
隔

護
哩灘
砂灘
難
解
鷲
尾麟
耀
麟
慧
縫
製
欝
期瓢
騨

聰

く

ラ
ラ

黙
に
至

っ
て
は
後
文
に
於
て
之
を
詳
説
し
、
此

ε
相
待

っ
た
庭
で
最
後
の
勘
定
を
下
さ
う
ざ
思

ふ
。
.

総
価
研
舶

」
r
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